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一般質問（要旨）

　

一
月
二
十
五
日
、
磯
崎
議
長
は
、
原
子
力
発
電
関

係
道
県
議
会
議
長
協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
、
会
長

の
青
森
県
議
会
議
長
な
ど
と
と
も
に
、
民
主
党
及
び

内
閣
府
、
経
済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
を
訪
れ
、
原

子
力
発
電
の
安
全
対
策
や
原
子
力
損
害
賠
償
へ
の
迅

速
な
対
応
、
風
評
被
害
の
防
止
な
ど
に
関
す
る
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
要
請
先
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
に
お
い

て
、
磯
崎
議
長
は
原
子
炉
等
規
制
法
の
改
正
な
ど
今

後
の
原
子
力
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
に
つ
い

て
発
言
し
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た

※【東京直結鉄道】…高速鉄道東京八号線（現在の東京地下鉄有楽町線）の延伸構想区間における呼称。主に埼玉県・千葉県内の区間を指す。
※【ロコモティブシンドローム】…加齢による運動機能の低下と、筋肉や関節などの運動器の疾患が重なり、要介護になるリスクが高い状態になること。

ことば

志
賀
秀
之
議
員
（
自
民
）

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

の
内
示
額
は
第
一
次
申
請
額

の
三
割
弱
で
あ
っ
た
。
平
成

二
十
四
年
度
以
降
の
申
請
に

つ
い
て
、
市
町
村
へ
の
支
援

や
、
被
災
自
治
体
が
よ
り
使

い
や
す
い
制
度
に
す
る
た
め

の
国
へ
の
働
き
か
け
は
。

知
事　

採
択
さ
れ
な
か
っ
た

事
業
は
理
由
を
検
証
し
三
月

末
に
再
度
申
請
し
た
い
。
そ

の
際
、
国
の
採
択
の
考
え
方

を
市
町
村
と
共
有
し
計
画
策

定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
と
な

る
よ
う
制
度
の
柔
軟
な
運
用

を
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

議
員　

四
月
か
ら
一
般
食
品

の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
が

百
ベ
ク
レ
ル
に
厳
し
く
な
る
。

漁
業
に
対
す
る
風
評
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
漁
業
者
に

対
し
県
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

四
月
以
降

も
安
心
安
全
な
水
産
物
の
出

荷
を
徹
底
す
る
た
め
、
特
定

の
魚
種
は
、
あ
ら
か
じ
め
出

荷
自
粛
を
要
請
す
る
方
向
で

調
整
中
。
同
時
に
、
東
電
と

補
償
の
折
衝
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
電
気
料
金
値
上

げ
の
影
響
、
中
小
企
業
の
支

援
策
な
ど
も
質
問
）

村
上
典
男
議
員
（
自
民
）

官
民
一
体
に
よ
る
笠
間
焼
全

体
の
技
術
向
上
、
生
活
に

合
っ
た
商
品
開
発
、
芸
術
性

の
高
い
作
品
探
求
な
ど
、
高

い
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
、

県
立
窯
業
指
導
所
の
役
割
を

発
展
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

商
工
労
働
部
長　

よ
り
高
い

技
術
や
芸
術
性
を
備
え
た
陶

芸
家
育
成
の
仕
組
み
を
つ
く

る
た
め
、
検
討
会
の
設
置
や

研
修
の
充
実
を
図
り
、
窯
業

指
導
所
を
中
心
に
、
産
地
と

一
体
と
な
り
、
笠
間
焼
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

あ
ら
ゆ
る
危
機
か
ら

生
き
残
る
た
め
、
小
中
学
校

の
教
育
活
動
の
中
で
、
災
害

や
事
件
・
事
故
か
ら
身
を
守

る
教
育
を
ど
の
よ
う
に
充
実

さ
せ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
「
学
校
保
健
・
学

校
安
全
管
理
の
手
び
き
」
を

改
訂
し
、
災
害
や
事
件
・
事

故
な
ど
様
々
な
事
態
を
想
定

し
た
訓
練
や
対
応
を
例
示
す

る
。
ま
た
、
抜
き
打
ち
の
避

難
訓
練
の
実
施
な
ど
、
児
童

生
徒
が
身
を
守
る
知
識
を
習

得
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の

今
後
想
定
さ
れ
る
取
り
組
み
、

本
県
の
医
療
従
事
者
確
保
対

策
な
ど
も
質
問
）

佐
藤
光
雄
議
員
（
民
主
）

本
県
の
待
機
児
童
数
の
約
九

割
が
三
歳
未
満
児
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
解
消
に

よ
り
重
点
を
置
き
つ
つ
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
拡
充
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

健
や
か
こ

ど
も
基
金
を
活
用
し
保
育
所

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

三
歳
未
満
児
の
受
入
枠
の
拡

大
に
向
け
、
市
町
村
と
と
も

に
事
業
者
に
対
す
る
働
き
か

け
を
強
化
し
て
い
く
。

議
員　

い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
学
校
が
直
面
す
る
諸
課
題

へ
の
対
応
や
、
導
入
に
よ
る

効
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
少
人

数
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

少
人
数
教
育
は
き

め
細
か
な
指
導
を
行
う
う
え

で
効
果
的
で
あ
り
、
本
県
で

は
独
自
の
少
人
数
学
級
を
順

次
拡
大
し
て
き
た
。
二
十
四

年
度
か
ら
は
市
町
村
が
既
存

の
加
配
定
数
の
範
囲
で
柔
軟

に
学
級
編
制
が
で
き
る
。
今

後
は
、
国
や
市
町
村
の
動
向

を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
充
実

を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
の
海

外
展
開
へ
の
支
援
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
の
促
進
な
ど
も
質
問
）

石
塚
仁
太
郎
議
員
（
自
民
）

県
西
地
域
の
将
来
を
見
据
え
、

道
筋
を
示
す
事
業
と
し
て
東

京
直
結
鉄
道
※
を
位
置
づ
け
、

地
元
自
治
体
と
構
想
の
策
定

や
研
究
を
進
め
る
べ
き
。
茨

城
県
へ
の
延
伸
に
今
後
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

知
事　

今
後
と
も
、
地
元
自

治
体
と
十
分
に
連
携
し
、
八

潮
か
ら
野
田
市
ま
で
の
事
業

化
の
状
況
や
地
元
の
調
整
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な

協
力
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
』※
は
超
高
齢

社
会
を
迎
え
た
日
本
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
介
護
前
提

の
予
防
対
策
よ
り
も
若
い
う

ち
、
普
段
か
ら
の
運
動
機
能

の
維
持
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

引
き
続
き
、

市
町
村
や
医
療
保
険
者
と
連

携
し
つ
つ
、
健
康
教
室
な
ど

の
保
健
事
業
を
通
じ
て
意
識

啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

県
民
が
運
動
に
取
り
組
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

ロ
コ
モ
の
予
防
と
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
発
と
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
自
殺
防
止
及
び

う
つ
病
な
ど
へ
の
対
策
な
ど

も
質
問
）

（
分
割
質
問
方
式
）

津波で大きな被害を受けた大津漁港（北茨城市）県立窯業指導所での陶芸家育成

待機児童の早期解消を

東京直結鉄道の茨城県への延伸実現を

細野原発担当大臣（左端）に要請を行う
磯崎議長（右から2人目）

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
へ
の
取
り
組
み
は

柔
軟
な
運
用
を
国
に
働
き
か
け
て
い
く

県
立
窯
業
指
導
所
の
役
割
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
は

仕
組
み
を
つ
く
り
笠
間
焼
を
振
興
す
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
拡
充
を

事
業
者
に
対
し
働
き
か
け
て
い
く

東
京
直
結
鉄
道
延
伸
へ
の
対
応
は

地
元
自
治
体
と
連
携
し
必
要
な
協
力
を
行
う

県議会の情報公開について
県議会情報公開制度は、広く開かれた県
議会の実現のため、公文書を開示、提供
する制度です。インターネットを利用し
た開示請求もできるようになっています。

問い合わせ先

議会事務局総務課
TEL 029-301-5613
「いばらき電子申請・届出サービス」
https://www1.asp-ibaraki.jp/
e-home/SinseiPortal/toppage.do
※茨城県議会ホームページからもアクセスできます。 


